
(57)【要約】

【課題】　多糖類の抽出をできるだけ簡単に、かつ少な

い工程で達成すること、加えて粘度を下げることにより

作業性を向上させられる方法等を提供すること。

【解決手段】　モロヘイヤ、ツルムラサキ、オクラ、伊

勢いも等のように、多糖類が全体に分布している原料に

ついて、４０％Ｗ／Ｖ～８０％Ｗ／Ｖの硫安水溶液を用

いることにより、上記課題を解決する多糖類の抽出方法

が提供される。この方法で得られた多糖類は、水で再抽

出し、脱塩処理することにより、分画することができる

。

【選択図】　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
原 料 か ら 多 糖 類 を 抽 出 す る に 際 し て 、 ４ ０ ％ Ｗ ／ Ｖ ～ ８ ０ ％ Ｗ ／ Ｖ の 硫 安 水 溶 液 を 用 い る
こ と を 特 徴 と す る 多 糖 類 の 抽 出 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 原 料 が 、 モ ロ ヘ イ ヤ 、 ツ ル ム ラ サ キ 、 オ ク ラ お よ び 伊 勢 い も か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ
る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 糖 類 の 抽 出 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 方 法 で 抽 出 さ れ た 多 糖 類 を 水 に 分 散 ・ 溶 解 さ せ 、 再 度 沈 殿 さ せ
た 後 に 、 水 に 分 散 ・ 溶 解 さ せ 、 そ の 上 清 の 脱 塩 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 多 糖 類 の 分 画
方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 に よ っ て 得 ら れ た 多 糖 類 を 用 い て 製 造 さ れ た こ と を
特 徴 と す る 増 粘 剤 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 原 料 が モ ロ ヘ イ ヤ で あ り 、 こ の 多 糖 類 か ら 製 造 さ れ た 増 粘 剤 と 、 カ ラ ギ ー ナ ン 、 キ サ
ン タ ン ガ ム 、 ロ ー カ ス ト ビ ー ン ガ ム 、 ま た は グ ア ー ガ ム の う ち の 少 な く と も い ず れ か 一 種
と を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 増 粘 剤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 多 糖 類 を 簡 単 に 抽 出 お よ び 分 画 す る 技 術 、 及 び こ の 技 術 を 使 用 し て 得 ら れ る
多 糖 類 か ら 製 造 さ れ る 増 粘 剤 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 食 品 に 利 用 さ れ て い る 増 粘 剤 は 、 穀 物 （ デ ン プ ン な ど ） 、 海 草 類 （ カ ラ ギ ー ナ ン 、 寒 天
、 ア ル ギ ン 酸 な ど ） 、 樹 脂 （ ア ラ ビ ア ガ ム な ど ） お よ び 果 実 （ ガ ラ ク ト マ ン ナ ン 、 ペ ク チ
ン な ど ） な ど に 含 ま れ る 多 糖 類 を 原 料 と し て 製 造 さ れ る 。 多 く の 場 合 、 増 粘 多 糖 類 は 原 料
の 特 定 部 位 に 局 在 し て い る の で 、 こ の 特 定 部 位 を 集 め れ ば 、 比 較 的 簡 単 に 抽 出 す る こ と が
で き る （ た と え ば 、 非 特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 モ ロ ヘ イ ヤ 、 ツ ル ム ラ サ キ な ど の 植 物 で は 、 独 特 の 物 性 を 有 す る 多 糖 類 を 豊 富 に
含 有 し て い る （ た と え ば 、 非 特 許 文 献 ２ を 参 照 ） 。 こ れ ら の 植 物 で は 、 多 糖 類 が 植 物 全 体
に 分 布 し て お り 、 前 記 特 定 部 位 が 認 め 難 い 。 こ の た め 、 多 糖 類 を 得 る た め に 、 相 当 の 工 夫
が 必 要 と な る 。 従 来 技 術 を 用 い る と 、 求 め る 増 粘 多 糖 類 の 性 質 に 合 わ せ て 、 酸 や ア ル カ リ
な ど の 溶 剤 抽 出 を 行 っ た 後 、 カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー な ど を 組 み 合 わ せ て 抽 出 ・ 精 製 す
る た め 、 工 程 が 複 雑 で 各 工 程 間 で 抽 出 効 率 が 低 く な っ て し ま う 。 ま た 、 ア ル カ リ 抽 出 で は
、 酸 性 多 糖 類 の み が 抽 出 さ れ 、 そ れ 以 外 の 多 糖 類 の 抽 出 は 困 難 で あ る と い っ た よ う に 、 得
ら れ る 増 粘 多 糖 類 の 種 類 は 、 用 い る 手 段 に よ っ て 限 ら れ て し ま う （ た と え ば 、 非 特 許 文 献
３ を 参 照 ） 。
　 さ ら に 、 増 粘 多 糖 類 を 含 む 原 料 は 、 溶 媒 抽 出 の 際 に 粘 度 が 上 昇 し 、 ろ 過 な ど に 時 間 を 要
し 、 作 業 性 が 悪 い 。 こ の た め 、 大 量 の 溶 媒 で 希 釈 す る な ど し て 、 粘 度 を 下 げ る 必 要 が あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 岡 崎 直 道 、 佐 野 征 男 、 「 食 品 多 糖 類 」 、 幸 書 房 、 2001年 11月 25日 、 p.43
― 204
【 非 特 許 文 献 ２ 】 Ohtani K, Okai K, Yamashita U, Yuasa I， and Misaki A. (1995). Bi
osci. Biotech. Biochem., 59, 378-381.
【 非 特 許 文 献 ３ 】 松 田 　 和 雄 、 「 多 糖 の 分 離 ・ 精 製 法 」 、 学 会 出 版 セ ン タ ー 、 1987年 2月 2
8日 、 p.19－ 113。
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【 非 特 許 文 献 ４ 】 Dubois M., Gilles K. A., Hamilton J. K., Rebers P. A., and Smith
 F. (1956). Analytical Chemistry, 28, 350-356.
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 多 糖 類 が 組 織 全 体 に 分 布 し て い る モ ロ ヘ イ ヤ や ツ ル ム ラ サ キ な ど を 原 料 と す る 場 合 、 目
的 の 多 糖 類 を 得 る た め に 、 他 の 成 分 と 分 離 す る こ と が 必 要 で あ る 。
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 多 糖 類 の 抽 出 を で き る
だ け 簡 単 に 、 か つ 少 な い 工 程 で 達 成 す る こ と 、 加 え て 粘 度 を 下 げ る こ と に よ り 作 業 性 を 向
上 さ せ ら れ る 方 法 等 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 発 明 者 ら は 、 鋭 意 検 討 の 結 果 、 多 糖 類 を 含 む 原 料 を 硫 安 水 溶 液 で 処 理 す る こ と に よ り 、
上 記 課 題 が 解 決 さ れ る こ と を 見 出 し 、 基 本 的 に は 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。 す な わ ち 、
原 料 を 硫 安 水 溶 液 で 処 理 す る こ と に よ っ て 、 多 糖 類 に よ る 水 溶 液 粘 度 の 上 昇 が 抑 制 さ れ る
と 同 時 に 、 各 種 多 糖 類 が 不 溶 化 し 、 他 の 成 分 と の 分 離 を 容 易 に 行 う こ と に 成 功 し た 。
　 こ う し て 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 発 明 に 係 る 多 糖 類 の 抽 出 方 法 は 、 原 料 か ら 多 糖 類
を 抽 出 す る に 際 し て 、 ４ ０ ％ Ｗ ／ Ｖ ～ ８ ０ ％ Ｗ ／ Ｖ の 硫 安 水 溶 液 を 用 い る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 発 明 に よ り 抽 出 さ れ た 多 糖 類 を 水 に 分 散 ・ 溶 解 さ せ 、 再 度 沈 殿 さ せ た 後 に 、 水 に 分
散 ・ 溶 解 さ せ 、 そ の 上 清 の 脱 塩 処 理 を 行 う こ と に よ り 適 当 な 多 糖 類 を 分 画 す る こ と が で き
る 。 こ こ で 、 水 に 分 散 ・ 溶 解 と は 、 多 糖 類 を 完 全 に 水 に 溶 解 す る 場 合 の 他 、 多 糖 類 の 一 部
が 分 散 状 態 で 水 中 に 懸 濁 し て い る 場 合 を 含 む 。 脱 塩 処 理 と は 、 分 画 さ れ た 多 糖 類 に 含 ま れ
る 塩 （ 主 と し て 、 硫 安 に 由 来 す る 塩 、 原 料 に 由 来 す る 塩 な ど ） を 分 離 す る 処 理 を 意 味 す る
。 そ の よ う な 脱 塩 処 理 と し て は 、 例 え ば ゲ ル 濾 過 、 限 外 濾 過 、 透 析 な ど の 方 法 を 用 い る こ
と が で き る 。
　 本 発 明 で 得 ら れ る 多 糖 類 は 、 様 々 な 酸 性 多 糖 お よ び ア ル カ リ 性 多 糖 な ど 様 々 な 性 質 の 多
糖 類 が 含 ま れ て い る 。 こ の た め 、 必 要 に 応 じ て 、 カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー や 溶 媒 抽 出 な
ど で 分 画 し 、 用 途 に 応 じ て 適 当 な も の を 使 用 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 上 記 発 明 で 得 ら れ た 多 糖 類 を 用 い て 増 粘 剤 を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 発 明 に お い て 、 原 料 が モ ロ ヘ イ ヤ で あ り 、 こ の 多 糖 類 か ら 製 造 さ れ た 増 粘 剤 と 、 カ
ラ ギ ー ナ ン 、 キ サ ン タ ン ガ ム 、 ロ ー カ ス ト ビ ー ン ガ ム 、 ま た は グ ア ー ガ ム の う ち の 少 な く
と も い ず れ か 一 種 と を 含 有 す る 増 粘 剤 を 提 供 す る こ と が で き る 。
　 通 常 、 硫 安 （ 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム ） は 、 酵 素 や タ ン パ ク 質 の 抽 出 の 工 程 に お い て 、 最 終 段
階 で の 精 製 に 利 用 さ れ る （ た と え ば 非 特 許 文 献 ４ を 参 照 ） 。 本 発 明 に お い て は 、 従 来 は 抽
出 の 工 程 が 多 く 、 高 粘 度 の た め 、 抽 出 が 困 難 で あ っ た 多 糖 類 に お い て 、 最 初 の 工 程 で 硫 安
水 溶 液 処 理 を 行 い 、 目 的 の 多 糖 類 の 分 画 と 粘 度 の 低 下 を 同 時 に 達 成 で き る こ と を 特 徴 と し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 は 、 硫 安 水 溶 液 処 理 を 特 徴 と す る 多 糖 類 の 製 造 に 関 す る 技 術 で あ る 。
　 以 下 、 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 本 発 明 に お い て は 、 原 料 は 、 そ の 対 象 が 限 定 さ れ る も の で は な く 、 従 来 法 （ つ ま り 、 増
粘 多 糖 類 が 局 在 し た 部 位 を 集 め て 抽 出 す る 方 法 ） で 増 粘 多 糖 類 を 抽 出 し て い た 植 物 を 用 い
る こ と が で き る し 、 多 糖 類 が 全 体 に 分 布 し て お り 従 来 法 で は 増 粘 多 糖 類 の 抽 出 が 困 難 で あ
っ た 植 物 （ 例 え ば 、 モ ロ ヘ イ ヤ 、 ツ ル ム ラ サ キ 、 オ ク ラ お よ び 伊 勢 い も か ら な る 群 か ら 選
択 さ れ る も の ） に も 用 い る こ と が で き る 。 こ れ ら の 原 料 の う ち 、 特 に 後 者 の 植 物 に つ い て
は 、 好 適 に 使 用 す る こ と が で き る 。 原 料 は 粉 砕 ま た は 磨 り 潰 し た も の 、 加 熱 処 理 を 施 し た
も の な ど 加 工 品 も 使 用 で き る 。 さ ら に 、 ヘ キ サ ン 、 酢 酸 エ チ ル 、 ア セ ト ン 、 メ タ ノ ー ル 等
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の 有 機 溶 剤 で 脱 脂 し た も の 、 搾 り 粕 な ど も 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 で い う 多 糖 類 と は 、 主 に 単 糖 が そ の 構 成 成 分 で あ り 、 水 な ど の 適 当 な 溶 媒 に 分 散
し た 際 に 、 高 い 粘 度 を 発 す る 高 分 子 を い う 。
　 本 発 明 で い う 増 粘 剤 は 、 多 糖 類 を 主 成 分 と し 、 用 い る 用 途 に 応 じ て 増 粘 効 果 を 調 整 し た
も の を い う 。 た と え ば 、 多 糖 類 を そ の ま ま 、 複 数 種 類 の 多 糖 類 、 ま た は 多 糖 類 に 塩 類 な ど
を 添 加 し た も の が 例 示 さ れ る 。 増 粘 剤 は 、 食 品 の 粘 度 を 増 加 さ せ た り 、 油 脂 の 乳 化 を 安 定
さ せ た り 、 ゲ ル を 形 成 し て ゼ リ ー 等 を 作 っ た り 、 食 品 に ボ デ ィ 感 を 付 与 す る た め に 使 用 さ
れ る が 、 こ れ ら の 用 途 に は 限 ら れ な い 。 増 粘 剤 と し て は 、 乳 化 安 定 剤 、 ゲ ル 化 剤 、 保 水 剤
な ど が 例 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 明 細 書 中 で は 、 硫 安 水 溶 液 処 理 （ ま た は 硫 安 処 理 ） と は 、 原 料 を 水 に 分 散 し 硫 安 を 添
加 す る こ と を 意 味 す る 。 硫 安 未 添 加 で は 、 原 料 に よ る 増 粘 効 果 が 顕 著 で あ る が 、 硫 安 の 添
加 量 の 増 加 に 伴 い 、 水 溶 液 の 粘 度 は 減 少 す る 。 粘 度 の 低 下 が 収 ま っ た と こ ろ で 硫 安 の 添 加
を 終 了 し 、 静 か に 放 置 す る 。 或 い は 、 原 料 の 粘 度 低 下 が 収 ま る 硫 安 添 加 量 が 既 知 の 場 合 に
は 、 予 め そ の 濃 度 の 硫 安 水 溶 液 を 調 製 し て お き 、 そ の 中 に 原 料 を 分 散 さ せ て も よ い 。 い ず
れ の 方 法 を 用 い て も 、 多 糖 類 は 不 溶 物 と し て 沈 殿 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 沈 殿 し た 多 糖 類 の 回 収 方 法 は 、 た と え ば デ カ ン テ ー シ ョ ン 、 ろ 過 ま た は 遠 心 分 離 な ど を
利 用 す る 。 回 収 さ れ た 多 糖 類 は 、 最 小 量 の 水 で 分 散 お よ び 溶 解 さ せ る 。
　 こ の 硫 安 処 理 に よ っ て 、 多 糖 類 と 夾 雑 物 （ た と え ば タ ン パ ク 質 や 核 酸 ） を 分 離 す る こ と
が で き る 。 加 え て 、 一 時 的 に 多 糖 類 を 含 有 す る 水 溶 液 の 粘 度 を 下 げ る こ と が で き る た め 、
製 造 工 程 で の 作 業 効 率 を 著 し く 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 で い う モ ロ ヘ イ ヤ 由 来 増 粘 剤 を 得 る た め の 原 料 の モ ロ ヘ イ ヤ は 、 シ ナ ノ キ 科 コ ル
コ ル ス 属 の 植 物 で あ り 、 学 名 は Corchorus olitoriusで あ る 。 モ ロ ヘ イ ヤ の 葉 や 茎 を 用 い
る こ と が で き る が 、 葉 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 葉 を 磨 り つ ぶ し た も の 、 焙 煎 等 に よ り
加 熱 処 理 し た も の な ど 種 々 の モ ロ ヘ イ ヤ 加 工 品 も 使 用 で き る 。 さ ら に 、 ヘ キ サ ン 、 酢 酸 エ
チ ル 、 ア セ ト ン 、 メ タ ノ ー ル な ど の 有 機 溶 剤 で 脱 脂 し た も の も 原 料 と し て 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 で い う カ ラ ギ ー ナ ン と は 、 紅 藻 類 か ら 抽 出 さ れ 、 ア ン ヒ ド ロ ガ ラ ク ト ー ス と ガ ラ
ク ト ー ス の 硫 酸 エ ス テ ル を 構 成 糖 と す る 多 糖 類 で あ る 。 カ ラ ギ ー ナ ン は 硫 酸 エ ス テ ル 含 量
に よ り κ （ カ ッ パ ） 、 ι （ イ オ タ ） お よ び λ （ ラ ム ダ ） が あ り 、 本 発 明 に お い て は 、 い ず
れ の カ ラ ギ ー ナ ン を 用 い る が で き る が 、 こ れ ら の う ち で 特 に κ カ ラ ギ ー ナ ン を 用 い る こ と
が 好 ま し い 。
　 本 発 明 で い う キ サ ン タ ン ガ ム と は 、 キ サ ン ト モ ナ ス ・ キ ャ ン ペ ス ト リ ス （ Xanthomonas 
campestris） が 菌 体 外 に 生 産 す る 多 糖 類 で あ る 。
　 本 発 明 で い う ロ ー カ ス ト ビ ー ン ガ ム と は 、 カ ロ ブ ビ ー ン と も 呼 ば れ 、 豆 科 植 物 の Cerato
nia siliquaの 種 子 の 胚 乳 部 分 を 原 料 と し て 作 ら れ る 。
　 本 発 明 で い う グ ア ー ガ ム と は 、 豆 科 植 物 の Cyamopsis tetragonolobusの 種 子 の 胚 乳 部 分
を 原 料 と し て 作 ら れ る 。
　 前 述 の 製 造 方 法 に よ っ て 得 ら れ た 本 発 明 の モ ロ ヘ イ ヤ 由 来 増 粘 剤 は 、 カ ラ ギ ー ナ ン と 混
合 し 水 に 溶 解 す る と ゲ ル を 形 成 す る 。 ま た 、 キ サ ン タ ン ガ ム と 混 合 す る こ と に よ っ て 、 そ
の 水 溶 液 の 顕 著 に 上 昇 す る 。 こ の よ う な モ ロ ヘ イ ヤ 由 来 増 粘 剤 は 、 食 品 を 増 粘 化 、 ゲ ル 化
さ せ る 性 質 を 備 え て い る た め 、 食 感 の 改 良 に 利 用 で き る の で 、 例 え ば 、 食 品 、 化 粧 品 、 医
薬 品 に 含 有 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 で い う ツ ル ム ラ サ キ 由 来 増 粘 剤 を 得 る た め の 原 料 の ツ ル ム ラ サ キ は 、 ツ ル ム ラ サ
キ 科 ツ ル ム ラ サ キ 属 の 植 物 で あ り 、 学 名 は Basella rubraで あ る 。 ツ ル ム ラ サ キ の 葉 や 茎
を 用 い る こ と が で き る 。 葉 や 茎 を 磨 り つ ぶ し た も の 、 焙 煎 等 に よ り 加 熱 処 理 し た も の な ど
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種 々 の ツ ル ム ラ サ キ 加 工 品 も 使 用 で き る が 、 生 の ま ま 、 ま た は 生 の も の を 凍 結 乾 燥 し た も
の を 抽 出 に 用 い る こ と が 好 ま し い 。 さ ら に 、 ヘ キ サ ン 、 酢 酸 エ チ ル 、 ア セ ト ン 、 メ タ ノ ー
ル な ど の 有 機 溶 剤 で 脱 脂 し た も の も 原 料 と し て 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 で い う オ ク ラ 由 来 増 粘 剤 を 得 る た め の 原 料 の オ ク ラ は 、 ア オ イ 科 ト ロ ロ ア オ イ 属
の 植 物 で あ り 、 学 名 は Abelmoschus esculentus Moenchで あ る 。 オ ク ラ の 果 実 を 用 い る こ
と が で き る 。 果 実 を 磨 り つ ぶ し た も の 、 焙 煎 等 に よ り 加 熱 処 理 し た も の な ど 種 々 の オ ク ラ
加 工 品 も 使 用 で き る 。 さ ら に 、 ヘ キ サ ン 、 酢 酸 エ チ ル 、 ア セ ト ン 、 メ タ ノ ー ル な ど の 有 機
溶 剤 で 脱 脂 し た も の も 原 料 と し て 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 で い う 伊 勢 い も 由 来 増 粘 剤 を 得 る た め の 原 料 の 伊 勢 い も は 、 ヤ マ ノ イ モ 科 ヤ マ ノ
イ モ 属 の 植 物 で あ り 、 学 名 は Dioscorea batatasで あ る 。 伊 勢 い も を 磨 り つ ぶ し た も の 、
焙 煎 等 に よ り 加 熱 処 理 し た も の な ど 種 々 の 加 工 品 も 使 用 で き る 。 さ ら に 、 ヘ キ サ ン 、 酢 酸
エ チ ル 、 ア セ ト ン 、 メ タ ノ ー ル な ど の 有 機 溶 剤 で 脱 脂 し た も の も 原 料 と し て 使 用 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 増 粘 多 糖 類 を 豊 富 に 含 む 原 料 か ら 簡 単 に 増 粘 多 糖 類 を 分 画 す る こ と が で き る
。 こ れ ま で 、 抽 出 が 難 し か っ た 原 料 か ら の 増 粘 多 糖 類 の 製 造 が 可 能 と な り 、 増 粘 多 糖 類 を
原 料 と し た 新 し い 増 粘 剤 を 提 供 す る こ と が で き 、 食 品 、 化 粧 品 、 医 薬 品 に 用 い る こ と が で
き る 。 さ ら に 、 本 発 明 を 使 用 し て 得 ら れ た モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 は カ ラ ギ ー ナ ン の ゲ ル 強 度 や
、 キ サ ン タ ン ガ ム の 粘 土 を 改 善 す る こ と が で き る 。 こ れ ら の こ と は 、 食 品 産 業 上 に お い て
非 常 に 重 要 な 貢 献 が 期 待 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 表 を 参 照 し つ つ 説 明 す る が 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲
は 、 こ れ ら の 実 施 形 態 に よ っ て 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 を 変 更 す る こ と な く
様 々 な 形 態 で 実 施 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 は 、 均 等 の 範 囲 に ま で 及
ぶ も の で あ る 。
　 ＜ 試 験 例 １ ＞ 　 モ ロ ヘ イ ヤ 由 来 増 粘 剤 の 製 造 方 法
　 モ ロ ヘ イ ヤ 乾 燥 粉 末 （ 農 業 組 合 法 人 伊 賀 町 モ ロ ヘ イ ヤ 生 産 組 合 ） 50ｇ を 50％ w/v硫 安 水
溶 液 1リ ッ ト ル に 撹 拌 し な が ら 少 量 ず つ 添 加 し た 。 水 溶 液 の 粘 度 上 昇 は 認 め ら れ な か っ た
。 1時 間 撹 拌 し 、 遠 心 分 離 （ 6000× g、 10分 間 ） で 沈 殿 を 回 収 し た 。 沈 殿 を 水 1リ ッ ト ル に
溶 解 し 、 最 終 ア セ ト ン 濃 度 が 50％ v/vと な る ま で ア セ ト ン を 加 え て 多 糖 を 析 出 さ せ 、 デ カ
ン テ ー シ ョ ン と 遠 心 分 離 （ 6000× g、 10分 間 ） を 行 っ て 沈 殿 を 回 収 し た （ モ ロ ヘ イ ヤ 沈 殿
１ ） 。
　 更 に 、 遠 心 分 離 後 の 上 清 に 対 し て 、 ア セ ト ン 濃 度 が 80%v/vな る よ う に ア セ ト ン を 加 え 、
デ カ ン テ ー シ ョ ン と 遠 心 分 離 （ 6000× g、 10分 間 ） を 行 っ て 沈 殿 を 回 収 し た （ モ ロ ヘ イ ヤ
沈 殿 ２ ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 モ ロ ヘ イ ヤ 沈 殿 １ お よ び モ ロ ヘ イ ヤ 沈 殿 ２ を そ れ ぞ れ が 析 出 し た 濃 度 の ア セ ト ン で 洗 浄
し 、 徐 々 に ア セ ト ン 濃 度 を 高 め 、 最 終 100％ の ア セ ト ン で 洗 浄 し 、 遠 心 分 離 （ 6000× g、 10
分 間 ） で 沈 殿 を 回 収 し た 。 さ ら に 沈 殿 を 水 で 溶 解 し 、 透 析 （ 分 子 量 14000分 離 ） し た 。 そ
の 後 、 凍 結 乾 燥 機 で 乾 燥 し 、 モ ロ ヘ イ ヤ 沈 殿 １ お よ び モ ロ ヘ イ ヤ 沈 殿 ２ か ら 得 ら れ た も の
を 、 そ れ ぞ れ モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 １ 、 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ２ と し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 の 方 法 に 従 っ て 、 モ ロ ヘ イ ヤ 乾 燥 粉 末 50gを 硫 安 水 溶 液 （ 50％ w/v） 1リ ッ ト ル で 分
散 し た 場 合 と 、 水 1リ ッ ト ル で 分 散 し た 場 合 の 粘 度 を ブ ル ッ ク フ ィ ー ル ド 型 粘 度 計 で 測 定
し 、 粘 度 を 比 較 し た 。 粘 度 測 定 の 条 件 は 、 次 の 通 り で あ っ た 。
　 ブ ル ッ ク フ ィ ー ル ド 型 粘 度 計 ： 株 式 会 社 東 京 計 器 製 造 所 製 B型 粘 度 計
　 治 具 ： NO.1（ 硫 安 水 溶 液 処 理 ） 及 び NO.3（ 水 で 分 散 ）
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　 回 転 数 ： 60rpm
　 測 定 温 度 ： 23℃
　 　 な お 、 治 具 に つ い て は 、 規 格 品 の 番 号 を 示 し 、 そ の 番 号 の 後 ろ に 処 理 し た 溶 液 を カ ッ
コ 書 き で 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 実 施 例 １
　 モ ロ ヘ イ ヤ 乾 燥 粉 末 50gを 硫 安 水 溶 液 （ 50％ w/v） 1リ ッ ト ル で 分 散 し た も の を 用 い た 。
　 比 較 例 １
　 モ ロ ヘ イ ヤ 乾 燥 粉 末 50gを 水 1リ ッ ト ル で 分 散 し た も の を 用 い た 。
　 そ れ ぞ れ の 溶 液 の 粘 度 測 定 の 結 果 を 表 １ に 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 表 １
－ － － － － － － － － － － － － － － － － － －
　 サ ン プ ル 　 　 　 　 　 粘 度 （ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ ）
－ － － － － － － － － － － － － － － － － － －
　 実 施 例 １ 　 　 　 　 　 　 　 　 ７ ８ ０
　 比 較 例 １ 　 　 　 　 　 ５ ０ ， ０ ０ ０
－ － － － － － － － － － － － － － － － － － －
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 表 か ら 明 ら か な よ う に 、 モ ロ ヘ イ ヤ 乾 燥 粉 末 を 水 に 分 散 し た 溶 液 （ 比 較 例 １ ） で は 、 粘
度 が 50000mPa・ sと な り 、 非 常 に 上 昇 し た 。 一 方 、 モ ロ ヘ イ ヤ 乾 燥 粉 末 を 硫 安 水 溶 液 に 分
散 し た 溶 液 （ 実 施 例 １ ） で は 、 粘 度 は 780mPa・ sで あ り 、 比 較 例 ２ の 1/64程 度 に 留 ま っ た
。 こ の こ と か ら 、 硫 安 水 溶 液 を 用 い る こ と に よ り 、 モ ロ ヘ イ ヤ 乾 燥 粉 末 を 含 有 す る 水 溶 液
の 粘 度 が 低 く 留 ま り 、 作 業 性 が 良 好 と な る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 １ お よ び モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ２ の 分 子 量 分 布 を 測 定 し 、 精 製 の 程
度 を 調 べ た 。 分 子 量 分 布 の 測 定 条 件 は 、 次 の 通 り で あ っ た 。
　 カ ラ ム ： ア マ シ ャ ム バ イ オ サ イ エ ン ス 株 式 会 社 製 Sepharose CL-4B、 47． 5× 1.1cm
　 溶 出 液 ： ｐ H 6.8　 50mMリ ン 酸 緩 衝 液 （ 0.1M  食 塩 含 有 ）
　 流 速 （ 線 速 度 ） ： 6.3cm/h
　 試 料 ： 1mg/mlを 1ml注 入
　 温 度 ： 23℃
　 検 出 ： フ ェ ノ ー ル 硫 酸 法 （ 非 特 許 文 献 ４ を 参 照 ）
　 分 子 量 標 準 物 質 ： ア マ シ ャ ム バ イ オ サ イ エ ン ス 株 式 会 社 製 デ キ ス ト ラ ン 2000、 デ キ ス ト
ラ ン 500， デ キ ス ト ラ ン 70、 デ キ ス ト ラ ン 40
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 実 施 例 ２
　 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 １ を 溶 出 液 1mlに 1mg溶 解 し 、 カ ラ ム に 注 入 し た 。 溶 出 液 を 1mlず つ 分
画 し 、 前 述 の フ ェ ノ ー ル 硫 酸 法 で 検 出 し た 。
　 実 施 例 ３
　 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ２ を 溶 出 液 1mlに 1mg溶 解 し 、 カ ラ ム に 注 入 し た 。 溶 出 液 を 1mlず つ 分
画 し 、 前 述 の フ ェ ノ ー ル 硫 酸 法 で 検 出 し た 。
　 分 子 量 測 定 の 結 果 を 図 １ に 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 よ り 明 ら か な よ う に 、 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 １ は 分 子 量 約 2000kDaで あ り 、 ほ ぼ 単 一 の ピ
ー ク ま で 精 製 さ れ て い た 。 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ２ は 分 子 量 40kDa以 下 か ら 2000kDa以 上 ま で 広
範 囲 に 分 子 量 が 分 布 し て い た 。 非 特 許 文 献 ２ に は 、 モ ロ ヘ イ ヤ 由 来 の 増 粘 多 糖 類 が 、 水 抽
出 、 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 塩 抽 出 、 陰 イ オ ン ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ る 精 製 を 経 て 得 ら れ た も
の が 報 告 さ れ て お り 、 そ の 増 粘 多 糖 類 の 分 子 量 は 500kDaで あ っ た 。 一 般 に 、 高 分 子 物 質 は
、 精 製 工 程 が 複 雑 に な れ ば な る ほ ど 低 分 子 化 す る 傾 向 が あ る 。 本 実 施 形 態 に よ る 方 法 で は
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、 非 特 許 文 献 ２ で 報 告 さ れ た 方 法 で 得 ら れ た 多 糖 類 に 比 べ る と 、 極 め て 簡 単 な 工 程 で モ ロ
ヘ イ ヤ か ら 増 粘 多 糖 類 の 製 造 が 達 成 さ れ た 。 ま た 、 そ の 分 子 量 は 約 ４ 倍 も 大 き か っ た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ＜ 試 験 例 ２ ＞ 　 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 と カ ラ ギ ー ナ ン と を 含 有 す る 増 粘 剤
　 次 に 、 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 が κ カ ラ ギ ー ナ ン の ゲ ル 強 度 に 及 ぼ す 影 響 を 測 定 し た 。 ゲ ル 強
度 の 測 定 条 件 は 、 次 の 通 り で あ っ た 。
　 ゲ ル 強 度 の 測 定 条 件
　 装 置 ： 株 式 会 社 山 電 製 ク リ ー プ メ ー タ ー
　 測 定 モ ー ド ： 破 断 強 度 試 験
　 治 具 ： No.6
　 測 定 ス ピ ー ド ： 1mm/sec
　 温 度 ： 23℃
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 実 施 例 ４
　 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 １ を カ ラ ギ ー ナ ン 水 溶 液 （ 0.9％ w/v） に 加 え 、 0～ 0.1％ w/vの モ ロ ヘ
イ ヤ 増 粘 剤 1＋ κ カ ラ ギ ー ナ ン 水 溶 液 を 調 製 し た 。 こ れ を 湯 煎 で 溶 か し 、 円 柱 型 （ 直 径 1cm
、 高 さ 2cm） に 注 ぎ 、 4℃ で 24時 間 放 置 し て ゲ ル を 得 た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 実 施 例 ５
　 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ２ を カ ラ ギ ー ナ ン 水 溶 液 （ 0.9％ w/v） に 加 え 、 0～ 0.1％ w/vの モ ロ ヘ
イ ヤ 増 粘 剤 ２ ＋ κ カ ラ ギ ー ナ ン 水 溶 液 を 調 製 し た 。 こ れ を 湯 煎 で 溶 か し 、 円 柱 型 （ 直 径 1c
m、 高 さ 2cm） に 注 ぎ 、 4℃ で 24時 間 放 置 し て ゲ ル を 得 た 。
　 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 の 濃 度 と ゲ ル の 破 断 加 重 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ を 図 ２ に 示 し た 。 図 よ
り 明 ら か な よ う に 、 κ カ ラ ギ ー ナ ン に モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 １ ま た は ２ を 加 え る こ と に よ っ て
、 κ カ ラ ギ ー ナ ン ゲ ル の 強 度 を 飛 躍 的 に 向 上 さ せ る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ＜ 試 験 例 ３ ＞ 　 ツ ル ム ラ サ キ 由 来 増 粘 剤 の 製 造 方 法
　 生 鮮 ツ ル ム ラ サ キ （ 三 重 県 科 学 技 術 振 興 セ ン タ ー 農 業 研 究 部 に て 栽 培 ） を 凍 結 乾 燥 機 に
よ っ て 処 理 し 、 乾 燥 粉 末 を 得 た 。 こ の 乾 燥 粉 末 5ｇ を 50％ w/v硫 安 水 溶 液 145mlに 撹 拌 し な
が ら 少 量 ず つ 添 加 し た 。 水 溶 液 の 粘 度 上 昇 は 認 め ら れ な か っ た 。 1時 間 撹 拌 し 、 遠 心 分 離
（ 6000× g、 10分 間 ） で 沈 殿 を 回 収 し た 。 沈 殿 を 水 500mlに 溶 解 し 、 最 終 ア セ ト ン 濃 度 が 50
％ v/vと な る ま で ア セ ト ン を 加 え て 多 糖 を 析 出 さ せ 、 デ カ ン テ ー シ ョ ン と 遠 心 分 離 （ 6000
× g、 10分 間 ） を 行 っ た 沈 殿 を 回 収 し た （ ツ ル ム ラ サ キ 沈 殿 １ ） 。
　 更 に 、 遠 心 分 離 後 の 上 清 に 対 し て 、 ア セ ト ン 濃 度 が 80%v/vな る よ う に ア セ ト ン を 加 え 、
デ カ ン テ ー シ ョ ン と 遠 心 分 離 （ 6000× g、 10分 間 ） を 行 っ て 沈 殿 を 回 収 し た （ ツ ル ム ラ サ
キ 沈 殿 ２ ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ツ ル ム ラ サ キ 沈 殿 １ お よ び ツ ル ム ラ サ キ 沈 殿 ２ を そ れ ぞ れ が 析 出 し た 濃 度 の ア セ ト ン で
洗 浄 し 、 徐 々 に ア セ ト ン 濃 度 を 高 め 、 最 終 100％ の ア セ ト ン で 洗 浄 し 、 遠 心 分 離 （ 6000× g
、 10分 間 ） で 沈 殿 を 回 収 し た 。 回 収 物 を 凍 結 乾 燥 機 で 乾 燥 し 、 ツ ル ム ラ サ キ 沈 殿 １ お よ び
ツ ル ム ラ サ キ 沈 殿 ２ か ら 得 ら れ た も の を 、 そ れ ぞ れ ツ ル ム ラ サ キ 増 粘 剤 １ 、 ツ ル ム ラ サ キ
増 粘 剤 ２ と し た 。 回 収 さ れ た ツ ル ム ラ サ キ 増 粘 剤 の 質 量 は 、 そ れ ぞ れ 0.165g（ 増 粘 剤 １ ）
お よ び 0.073g（ 増 粘 剤 ２ ） で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 の 方 法 に 従 っ て 、 ツ ル ム ラ サ キ 凍 結 乾 燥 粉 末 5gを 硫 安 水 溶 液 （ 50％ w/v） 145mlで 分
散 し た 場 合 と 、 水 145mlで 分 散 し た 場 合 の 粘 度 を ブ ル ッ ク フ ィ ー ル ド 型 粘 度 計 で 測 定 し 、
粘 度 を 比 較 し た 。 粘 度 測 定 の 条 件 は 、 次 の 通 り で あ っ た 。
　 ブ ル ッ ク フ ィ ー ル ド 型 粘 度 計 ： 株 式 会 社 東 京 計 器 製 造 所 製 B型 粘 度 計
　 治 具 ： BLア ダ プ タ ー
　 回 転 数 ： 60rpm
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　 測 定 温 度 ： 23℃
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 実 施 例 ６
　 ツ ル ム ラ サ キ 乾 燥 粉 末 5gを 硫 安 水 溶 液 （ 50％ w/v） 145mlで 分 散 し た も の を 用 い た 。
　 比 較 例 ２
　 ツ ル ム ラ サ キ 乾 燥 粉 末 5gを 水 145mlで 分 散 し た も の を 用 い た 。
　 結 果 を 表 ２ に 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 表 ２
－ － － － － － － － － － － － － － － － － － －
　 サ ン プ ル 　 　 　 　 　 粘 度 （ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ ）
－ － － － － － － － － － － － － － － － － － －
　 実 施 例 ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ３ ５
　 比 較 例 ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 ７ ５ ０
－ － － － － － － － － － － － － － － － － － －
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 表 か ら 明 ら か な よ う に 、 ツ ル ム ラ サ キ 乾 燥 粉 末 を 水 に 分 散 し た 溶 液 （ 比 較 例 ２ ） で は 、
粘 度 が 750mPa・ sま で 上 昇 し た 。 一 方 、 ツ ル ム ラ サ キ 乾 燥 粉 末 を 硫 安 水 溶 液 に 分 散 し た 溶
液 （ 実 施 例 ６ ） で は 、 粘 度 は 135mPa・ sで あ り 、 比 較 例 ８ の 1/5.5程 度 に 留 ま っ た 。 こ の こ
と か ら 、 硫 安 水 溶 液 を 用 い る こ と に よ り 、 ツ ル ム ラ サ キ 乾 燥 粉 末 を 含 有 す る 水 溶 液 の 粘 度
が 低 く 留 ま り 、 作 業 性 が 良 好 と な る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ツ ル ム ラ サ キ 増 粘 剤 １ お よ び ツ ル ム ラ サ キ 増 粘 剤 ２ の 分 子 量 分 布 を 測 定 し 、 精 製 の 程 度
を 調 べ た 。 分 子 量 分 布 の 測 定 条 件 は 、 次 の 通 り で あ っ た 。
　 カ ラ ム ： ア マ シ ャ ム バ イ オ サ イ エ ン ス 株 式 会 社 製 Sepharose CL-4B、 47． 5× 1.1cm
　 溶 出 液 ： pH 6.8　 50mMリ ン 酸 緩 衝 液 （ 0.1M  食 塩 含 有 ）
　 流 速 （ 線 速 度 ） ： 6.3cm/h
　 試 料 ： 1mg/mlを 1ml注 入
　 温 度 ： 23℃
　 検 出 ： フ ェ ノ ー ル 硫 酸 法 （ 非 特 許 文 献 ４ ）
分 子 量 標 準 物 質 ： ア マ シ ャ ム バ イ オ サ イ エ ン ス 株 式 会 社 製 デ キ ス ト ラ ン 2000、 デ キ ス ト ラ
ン 500， デ キ ス ト ラ ン 70、 デ キ ス ト ラ ン 40。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 実 施 例 ７
　 ツ ル ム ラ サ キ 増 粘 剤 １ を 溶 出 液 1mlに 1mg溶 解 し 、 カ ラ ム に 注 入 し た 。 溶 出 液 を 1mlず つ
分 画 し 、 前 述 の フ ェ ノ ー ル 硫 酸 法 で 検 出 し た 。
　 実 施 例 ８
　 ツ ル ム ラ サ キ 増 粘 剤 ２ を 溶 出 液 1mlに 1mg溶 解 し 、 カ ラ ム に 注 入 し た 。 溶 出 液 を 1mlず つ
分 画 し 、 前 述 の フ ェ ノ ー ル 硫 酸 法 で 検 出 し た 。
　 分 子 量 測 定 の 結 果 を 図 ３ に 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 よ り 明 ら か な よ う に 、 ツ ル ム ラ サ キ 増 粘 剤 １ は 分 子 量 約 1000kDaで あ り 、 ほ ぼ 単 一 の
ピ ー ク ま で 精 製 さ れ て い た 。 ツ ル ム ラ サ キ 増 粘 多 糖 類 ２ は 分 子 量 40kDa以 下 か ら 2000kDa以
上 ま で 広 範 囲 に 分 子 量 が 分 布 し て い た 。
　 こ の よ う に 、 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 の 製 造 と 同 様 に 、 き わ め て 簡 単 に ツ ル ム ラ サ キ か ら 増 粘
剤 の 製 造 が 達 成 さ れ た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ＜ 試 験 例 ４ ＞ 　 モ ロ ヘ イ ヤ 由 来 高 粘 度 増 粘 剤 の 製 造 方 法
　 前 記 試 験 例 １ 記 載 の モ ロ ヘ イ ヤ 乾 燥 粉 末 17ｇ を 、 500mlの 50％ w/v硫 安 水 溶 液 に 攪 拌 し な
が ら 少 量 ず つ 添 加 し た 。 こ の と き 、 水 溶 液 の 粘 度 上 昇 は 認 め ら れ な か っ た 。 30分 攪 拌 し 、
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遠 心 分 離 （ 15000× ｇ 、 10分 間 ） で 沈 殿 を 回 収 し た 。
　 こ の 沈 殿 に 水 500mlを 加 え て 溶 解 し 、 電 気 伝 導 度 を 約 2.0 S/m 2 に 調 整 し た 。 30分 攪 拌 し
、 遠 心 分 離 （ 10000× ｇ 、 10分 間 ） で 上 清 を 除 し 、 沈 殿 を 回 収 し た 。 さ ら に 、 こ の 沈 殿 に
水 500mlを 加 え 電 気 伝 導 度 を 0.96 S/m 2 に 調 整 し 、 同 様 の 操 作 を 繰 り 返 し 、 上 清 を 回 収 し た
。 上 清 を 透 析 膜 （ 分 子 量 14000kDa 分 離 ） で 脱 塩 し 、 凍 結 乾 燥 に よ っ て モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤
３ を 得 た 。 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ３ の 1％ w/w水 溶 液 は 、 や や 黄 色 味 が あ っ た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ３ を 1％ w/wと な る よ う に 水 に 溶 解 し た の ち 、 2倍 量 の エ タ ノ ー ル を 加
え 沈 殿 を 回 収 し た 。 沈 殿 を 順 次 高 濃 度 の エ タ ノ ー ル （ 最 終 エ タ ノ ー ル 濃 度 99.5%v/v） で 洗
浄 し た の ち 、 沈 殿 を 40℃ で 一 晩 乾 燥 さ せ た （ モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ４ ） 。 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ４
の 1%w/w水 溶 液 は 、 ほ ぼ 無 色 透 明 で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 １ ， ２ ， ３ ， お よ び ４ と 市 販 の 高 粘 度 増 粘 剤 で あ る キ サ ン タ ン ガ ム 、
ロ ー カ ス ト ビ ー ン ガ ム 、 グ ア ー ガ ム お よ び 非 特 許 文 献 ２ で 報 告 さ れ た 方 法 で 製 造 さ れ た モ
ロ ヘ イ ヤ 由 来 の 増 粘 剤 の 1%w/w水 溶 液 の 粘 度 を 振 動 型 粘 度 計 で 測 定 し 、 比 較 し た 。 粘 度 測
定 条 件 は 次 の 通 り で あ っ た 。
　 振 動 型 粘 度 計 ： 株 式 会 社 エ ー ・ ア ン ド ・ デ イ 製 SV-10
　 温 度 ： 25℃
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 実 施 例 ９
　 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 １ を 水 で 分 散 し た も の （ 濃 度 0.25～ 1.0%w/w） を 用 い た 。
　 実 施 例 １ ０
　 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ２ を 水 で 分 散 し た も の （ 濃 度 0.25～ 1.0%w/w） を 用 い た 。
　 実 施 例 １ １
　 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ３ を 水 で 分 散 し た も の （ 濃 度 0.25～ 1.0%w/w） を 用 い た 。
　 実 施 例 １ ２
　 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ４ を 水 で 分 散 し た も の （ 濃 度 0.25～ 1.0%w/w） を 用 い た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 比 較 例 ３
　 キ サ ン タ ン ガ ム を 水 で 分 散 し た も の （ 濃 度 0.25～ 1.0%w/w） を 用 い た 。
　 比 較 例 ４
　 ロ ー カ ス ト ビ ー ン ガ ム を 水 で 分 散 し た も の （ 濃 度 0.25～ 1.0%w/w） を 用 い た 。
　 比 較 例 ５
　 グ ア ー ガ ム を 水 で 分 散 し た も の （ 濃 度 0.25～ 1.0%w/w） を 用 い た 。
　 比 較 例 ６
　 非 特 許 文 献 ２ で 報 告 さ れ た 方 法 で 製 造 し た モ ロ ヘ イ ヤ 由 来 の 増 粘 多 糖 類 を 水 で 分 散 し た
も の （ 濃 度 0.25～ 1.0%w/w） を 用 い た 。
　 そ れ ぞ れ の 溶 液 の 粘 度 測 定 結 果 を 図 ４ に 示 し た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ４ か ら 明 ら か な よ う に 、 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ３ 及 び モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ４ は 、 い ず れ も 濃
度 の 増 加 に 伴 っ て 、 高 い 粘 度 を 呈 し た 。 1％ w/wで は 、 既 存 の 高 粘 度 を 呈 す る 増 粘 剤 で あ る
キ サ ン タ ン ガ ム 、 ロ ー カ ス ト ビ ー ン ガ ム 及 び グ ア ー ガ ム を 超 え る 高 粘 度 だ っ た 。 特 に モ ロ
ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ４ は 1%w/wに お い て 、 市 販 の 増 粘 剤 で 最 も 高 粘 度 を 呈 し た ロ ー カ ス ト ビ ー ン
ガ ム （ 比 較 例 ５ ） よ り も 2倍 以 上 高 か っ た 。 一 方 、 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 １ 、 ２ お よ び 比 較 例
３ は 、 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ３ お よ び ４ と 比 較 し て 、 粘 度 が 著 し く 低 か っ た 。 さ ら に 、 比 較 例
６ は 非 特 許 文 献 に お い て 指 摘 の あ る と お り 、 濃 い 褐 色 を 呈 し て お り 、 本 発 明 の モ ロ ヘ イ ヤ
増 粘 剤 ３ お よ び ４ と は 異 な っ て い た 。
　 な お 、 試 験 例 ４ に お い て 、 硫 安 水 溶 液 で 得 ら れ る 沈 殿 に つ い て 最 初 の 加 水 （ 500ml） で
分 離 さ れ る 上 清 、 ま た モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ３ を 製 造 し た 際 に 生 じ る 残 滓 を 繰 り 返 し 500mlの
加 水 で 分 離 さ れ る 上 清 を そ れ ぞ れ 回 収 し 、 透 析 膜 （ 分 子 量 14000kDa分 離 ） で 脱 塩 、 凍 結 乾
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燥 に よ っ て 増 粘 剤 を 製 造 し た 。 こ れ ら の 1%w/w水 溶 液 は い ず れ も 低 粘 度 で あ る だ け で な く
、 明 ら か に 着 色 （ 緑 褐 色 ～ 茶 褐 色 ） し て い た 。
　 こ の こ と か ら 、 モ ロ ヘ イ ヤ 乾 燥 粉 末 と 、 硫 安 水 溶 液 の 混 合 の 割 合 を 調 整 し 、 水 に よ る 抽
出 を 工 夫 す る こ と に よ り 、 透 明 で 高 い 粘 度 の 増 粘 剤 が 得 ら れ る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ＜ 試 験 例 ５ ＞ 　 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 と キ サ ン タ ン ガ ム と を 含 有 す る 増 粘 剤
　 次 に モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 が キ サ ン タ ン ガ ム の 粘 度 に 及 ぼ す 影 響 を 測 定 し た 。 粘 度 の 測 定 条
件 は 、 次 の 通 り で あ っ た 。
　 粘 度 の 測 定 条 件
　 装 置 ： 株 式 会 社 エ ー ・ ア ン ド ・ デ イ 製 振 動 型 粘 度 計 SV-10
　 測 定 温 度 ： 25℃
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 実 施 例 １ ３
　 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ３ を 0.5%w/w水 溶 液 に 調 製 し 、 キ サ ン タ ン ガ ム 0.5%w/w水 溶 液 と 糖 質 濃
度 を 0.5%w/wで 一 定 に し て 混 ぜ た 。
　 結 果 を 図 ５ に 示 し た 。 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ３ と キ サ ン タ ン ガ ム は お お よ そ 等 量 ず つ 加 え た
と き 、 最 高 粘 度 を 呈 す る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 実 施 例 １ ４
　 次 に 、 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ３ と キ サ ン タ ン ガ ム を 等 量 含 有 す る 増 粘 剤 （ 糖 質 濃 度 ０ .５ ％ w
/w） を １ ５ 分 間 煮 沸 し 、 そ の 後 ２ ５ ℃ に 冷 却 し た と き の 溶 液 の 粘 度 の 変 化 を 調 べ た 。
　 結 果 を 図 ６ に 示 し た 。 煮 沸 処 理 に よ り 、 混 合 溶 液 の 粘 度 は や や 増 加 し た 。 こ の こ と か ら
、 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ３ は 、 耐 熱 性 を 保 持 し な が ら 、 キ サ ン タ ン ガ ム の 粘 度 を 飛 躍 的 に 向 上
さ せ る 能 力 を 有 す る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ＜ 試 験 例 ６ ＞ 　 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 の ゲ ル 化
　 次 に 、 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 １ ， ２ お よ び ３ と 、 ２ 価 金 属 イ オ ン と の 反 応 を 観 察 し た 。
　 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 1%w/w水 溶 液 を 調 製 し 、 直 径 3cmの ガ ラ ス シ ャ ー レ に 薄 く 塗 り 広 げ た 。
そ の 後 、 塩 化 カ ル シ ウ ム 溶 液 （ カ ル シ ウ ム イ オ ン 換 算 で 100mg/ml） を 噴 霧 し 、 静 置 し た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 実 施 例 １ ５
　 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 １ の 1%w/w水 溶 液
　 実 施 例 １ ６
　 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ２ の 1%w/w水 溶 液
　 実 施 例 １ ７
　 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ３ の 1%w/w水 溶 液
　 各 増 粘 剤 溶 液 に 塩 化 カ ル シ ウ ム を 噴 霧 し た と こ ろ 、 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ３ （ 実 施 例 １ ７ ）
の み が フ ィ ル ム 状 に ゲ ル 化 し た 。 こ の ゲ ル 化 は 、 カ ル シ ウ ム イ オ ン と の 接 触 で 瞬 時 に 進 行
す る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 増 粘 多 糖 類 を 豊 富 に 含 む 原 料 （ 例 え ば 、 モ ロ ヘ イ ヤ 、
ツ ル ム ラ サ キ な ど ） か ら 簡 単 に 増 粘 多 糖 類 を 分 画 す る こ と が で き た 。 こ れ ま で 、 抽 出 が 難
し か っ た 原 料 か ら の 増 粘 多 糖 類 の 製 造 が 可 能 と な り 、 増 粘 多 糖 類 を 原 料 と し た 新 し い 増 粘
剤 を 提 供 す る こ と が で き 、 食 品 、 化 粧 品 、 医 薬 品 に 用 い る こ と が で き る 。 さ ら に 、 モ ロ ヘ
イ ヤ 増 粘 剤 は κ カ ラ ギ ー ナ ン の ゲ ル 強 度 や キ サ ン タ ン ガ ム の 粘 度 を 改 善 す る こ と が で き る
。 こ れ ら の こ と は 、 食 品 産 業 上 に お い て 非 常 に 重 要 な 貢 献 が 期 待 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 1お よ び モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ２ の 分 子 量 分 布 を 示 す グ ラ フ で あ る
。
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【 図 ２ 】 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 １ お よ び モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ２ が κ カ ラ ギ ー ナ ン ゲ ル の ゲ ル 強 度
に 及 ぼ す 影 響 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ３ 】 ツ ル ム ラ サ キ 増 粘 剤 １ お よ び ツ ル ム ラ サ キ 増 粘 剤 ２ の 分 子 量 分 布 を 示 す グ ラ フ で
あ る 。
【 図 ４ 】 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 １ ～ ４ と 、 従 来 か ら 知 ら れ て い る 各 種 増 粘 剤 と の 粘 度 を 比 較 し
た グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ３ と キ サ ン タ ン ガ ム と を 混 合 し た と き の 粘 度 の 変 化 を 調 べ た グ
ラ フ で あ る 。
【 図 ６ 】 モ ロ ヘ イ ヤ 増 粘 剤 ３ と キ サ ン タ ン ガ ム を 等 量 含 有 す る 増 粘 剤 （ 糖 質 濃 度 ０ .５ ％ w
/w） の 加 熱 前 後 の 粘 度 を 比 較 し た グ ラ フ で あ る 。 10
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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